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　平成28年6月16日（木）午後6時30分から神
奈川県歯科医師連盟総決起大会が県歯会館地階
「大会議室」にて行われた。司会は伊勢原市会
議員で本連盟会員の萩原鉄也君が行い、まず、
安倍内閣総理大臣より届いたビデオレターが放
映され、自民党から出馬する2人の候補者の支
援を訴えた。

　続いて鈴木駿介県歯会長、富田篤県歯連盟会
長が挨拶を行った。小此木八郎衆議院議員によ
る応援演説では、「三原じゅん子さんは自民党
神奈川県連に公認を申請し認められた。さまざ
まな課題を解決するためには財政的、経済的な
処置が必要である。この日本の経済をさらに前
に進めるためには一丸となって皆様の期待にこ
たえなければならないと考えている。山田氏に
ついては平成5年に初当選をした同期で、当時
は与党－野党と立場は違ったが、さまざまな議
論や関わり合いを通じて今回は自民党から立候
補されることとなった。これほど心強い方はい
ない」と述べた。
　石井みどり参議院議員は「三原先生について
は、先生方のお力で是非トップ当選させてくだ
さい。山田宏先生については官邸から頼まれて

いる。突破力のある山田宏さんを当選させてく
ださい」と懇願した。島村大参議院議員は「選
挙でお世話になったものは選挙でお返しした
い。お二人をよろしくお願いします」と話した。

　菅義偉官房長官からはメッセージが届いてお
り「ふたりは国政になくてはならない。是非な
お一層のご支援の輪を広げていただけますよう
お願い申し上げます」と司会より代読された。

　三原じゅん子氏の決意表明では「このような
機会を頂戴して、本当にありがとうございます。
健康の大切さを石井みどり先生のうしろ姿を見

第24回参議員選挙 総決起大会
―山田宏氏（比例区）　 三原じゅん子氏（選挙区）―

二人をお迎えする石井みどり議員

山田宏氏 富田篤会長 三原じゅん子氏

社会保障の話を中心に訴える三原じゅん子氏
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て学んできた。この大きなハードルを越えるこ
とができたら、2年後の大きな改正に対して私
も仲間に入れていただくこと、これが恩返しに
なると思っている。厚生労働委員長としていら
れるのも島村先生が理事として支えてくれてい
るおかげです。財源については優先順位をつけ
て、選択と集中により社会保障政策を作ってい
く。女性活躍の推進に全力を尽くしたい。一方
通行でない政治を行いたいので、よろしくお願
いします」と訴えた。
　山田宏氏の決意表明では「歯科医師ではない
が皆さまの同志だと思ってほしい。杉並区の区
長時代、課題は財政再建でした。口の中の健康
が全身の健康に直結することを知ったのでク
リーニング付きの検診を始めてやった。結果、
検診費用が当初かかっても、その後の医療費は
削減されていくことがわかった。歯科医でない
私が言うからこそ皆に理解してもらえるという
役割がある。安倍総理、菅官房長官に対し、口
の中の健康に重点を置いて日本の健康政策の柱

を作りましょうと進言したい。4千人の職員を
動かしてきた杉並区長の経験を生かして、是非
私にも戦列の一端を担わせていただきたい」と
力強く訴えた。

　最後に西山潔君（神奈川区）によるガンバロー
コールを行い、気勢を上げ一致団結を強くして
散会となった。

歯科健診の重要性を訴える山田宏氏

ガンバローコールの西山潔評議員 石井みどり議員島村大議員田中信次県議
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《選挙活動する山田宏氏と三原じゅん子氏》
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平成27年度 決算報告

　平成28年6月16日（木）午後5時から神奈川
県歯科医師連盟第35回評議員会が県歯会館地階
「大会議室」にて行われた。点呼の後、出席者
70名と言うことで、議会が成立することが確認
された。高橋宏嘉副会長により開会し、花村議
長の指名により議事録署名人には浜地宏哉評議
員（川崎市）、西山潔評議員（神奈川区）が選
定された。

　会長挨拶で富田会長は「都知事選も参院選に
多少影響があるのではないか。自民党県議団と
のヒアリングに鈴木県歯会長と行ってきた」と
話した。参院選について、「選挙区候補の三原じゅ
ん子先生と、比例代表として政権政党から公認
を受けたあるいは推薦された方々については当
連盟から推薦状をお渡ししている。3年前の島村
選挙の時は大変ご尽力いただき、その恩返しを
何としてもしなければならない、ということで三
原じゅん子先生を応援していただきたい。全国
比例でも山田宏先生を理事会で決定して応援す
ることにいたします。山田先生は出馬の意向は
なかったが、昨年11月に安倍首相の推薦枠から
出馬するように要請があったと伺っております。
以前、杉並区歯科医師会の会長だった高橋英登
日歯連盟現会長と同時期に杉並区長であった山
田氏と共同で、歯科検診受診率を倍増させよう
と努力したということで、歯科に対して大変ご

理解のある方だと伺っております。高橋英登会
長も山田氏を応援してほしいと全国を飛び回っ
ているとのことです。なぜ山田氏を応援しなく
てはならないか、私も疑問を抱いておりました。
安倍首相、菅官房長官より、石井みどり議員、
島村大議員、そして日歯連盟高橋英登会長に山
田宏氏を推して欲しいとの至上命令がおりたと
伺っております。このことをどのように評議員の
皆様にご説明したらよいか考えたのですが、石
井みどり先生、島村大先生は歯科という家族の
一員であります。彼らを我々が自民党という会
社に就職させた。その会社のトップである社長
が安倍首相だと思ってください。その社長が社
員に山田氏を推すようにと社長命令をした。と
いう風にお考えいただきたいと思います。財政
厳しい中、本年診療報酬改定時にはそれなりの
処遇をしてくださいました。然らば我々の家族
である石井みどり先生、島村大先生がますます
働きやすい環境を作り、そして彼らが我々のた
めに良い報酬をもたらしてくれることを願って
いるわけです。そのために両議員が胸を張って
職場で働ける環境を家族として作らなければな
らないと決心いたしました」と、たとえ話を交
え山田氏を推す理由をわかりやすく説明した。

評議員会会場風景

挨拶する富田会長

―第35回 評議員会―
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　続いて鈴木駿介神奈川県歯科医師会会長の挨
拶では、「県歯会長に就任し間もなく1年、日
頃のご協力の賜物と感謝いたします。県歯役員
の事業内容が増えている。青年部を委員会活動
として若い先生の意見を聞くことに傾注してい
る。オーラルフレイルについては国民運動とし
て発展させたい」と話した。また会の在り方と
して、「医師会や薬剤師会はその中に政治連盟
活動を担当する委員会を設けて活動している
が、歯科医師会は現在、本会とは別に歯科医師
連盟という組織が政治活動を受け持っている。
医師会のように学術団体である本会が政治活動
をしてはいけないということもないわけで、両
会の在り方を今一度考える時期が来ているのか
なと思っている」と考えを伝え、「10月に神奈
川県歯科医師会110周年式典が行われるので是
非ご協力をお願いしたい。本日はありがとうご
ざいました」と述べた。

　島村大参議院議員より国政報告で、「補正予
算が3回行われ常任委員会の開催時間が短かっ
たが、厚生労働委員会では閣法が8法、議員立
法が3法、挙げてきたものはすべて通させてい
ただいた。これは後ほどいらっしゃる三原じゅ
ん子厚生労働委員長のお力ですので会員の皆様
には、そこはご理解頂きたい。富田会長のお話
にもあったように私も上からの指令を受けてお
ります。山田宏氏については神奈川県でしっか
り結果を出していただいて、皆様のご要望を与

党幹部、官邸に挙げていきたいと思います」と
話した。

　報告では、檀上常務理事から地域デンタル
ミーティングの案内について説明があった。
事前質問が正木久秀評議員より寄せられてお
り、「情報調査室が発足したことは慶事で、活
動テーマを簡単にご説明いただきたい」と質問
し、それに対して宮坂副会長は「質の高い連盟
活動をするための情報調査及びその提供と考え
ております」と答えた。続いて鶴岡理事長が「自
民党の県議団と友好な関係を築きあげることが
できた。国会議員から得られた情報等を県議会
議員にも地方議員にも共有していくよう今後考
えてまいりたい」と答えた。それに対して正木
評議員は「地方議員をきっちりつかんでおいて
いただいて、地区の交付金を増やすにはどうい
う風な予算建てをどのような形で日歯に要求し
たらよいかというようなことを調査研究するの
が情報調査室の仕事だと思っています。本会と
一緒にやるのではなく、連盟本来の仕事として
連盟をどう持っていったらよいのか、我々の価
値評価を担保するためにどういうような行動を
すればよいのかということの表題をきちんと頭
に入れて、その都度、このような席で評議員の
みなさまに協力をお願いする段取りをとってい
ただけたら幸いです」と意見した。
　議事に入り川田副議長の進行で、第１号議案

「神奈川県歯科医師連盟一般会計平成27年度収

挨拶する鈴木県歯会長

国政報告する島村大議員
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入支出決算に関する件」について檀上常務理事
が説明し、増田監事が監査報告をした。
　採決では挙手多数によって承認された。
　第2号議案　「神奈川県歯科医師連盟平成27
年度貸借対照表、財産目録に関する件について」
檀上常務理事が説明し、増田監事の監査報告後、
挙手多数によって承認された。
　再度、花村議長に交替し、第3号議案　「神
奈川県歯科医師連盟選挙管理員会委員の委嘱に
関する件」を富田会長が上程し、提案説明を行っ
た。平成28年7月1日から平成30年6月30日に
おける選挙管理委員会委員の選出を会長に一任
することについて、挙手多数にて異議なしと認
められ、富田会長が腹案として用意した委員
（案）を配布し採決したところ、挙手多数にて
承認された。
　最後に、閉会の辞を森副会長が述べ閉会した。

第24回参議院議員通常選挙
―推薦候補者得票数―

①自見　はなこ　　� 210,562票
②山田　宏　　　　� 149,833票
③藤井　基之　　　� 142,132票

比例代表選出議員
氏名 得票数

①三原　じゅん子　�1,004,877票
②三浦　信祐　　　� 629,582票
③中西　健治　　　� 524,070票

神奈川選出議員
氏名 得票数

神奈川県歯科医師連盟
選挙管理委員会委員･予備委員
任期：平成28年7月1日～平成30年6月30日

※地域歯科医師連盟（会）順

選挙管理委員会委員（７名）
氏　　名 地　域　名

中 島　敏 之 西　　区
清 水　　 直 保土ケ谷
相 庭　常 人 泉
松 田　圭 子 港　　北
松 山　知 明 川 崎 市
嶋 村　政 博 大　　和
高 橋　清 治 茅 ヶ 崎

予備委員（３名）
氏　　名 地　域　名

冨 岡　孝 之 青 葉 区
瓜 生　　 厚 藤 沢 市
山 畑　智 也 相模原市

島村大君を励ます会2016参議院議員

お知らせ

日時　平成2８年１０月６日（木）　開会18：30～（受付18：00）
場所　横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ４F清流
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　リオ五輪が開催され、設備、安全につ
いても大いに心配される中、立派な開会
式、そして選手たちも大いに頑張った。
日本選手は個人の日々の努力の成果を示
すために、100％以上の努力をされた。
その成果も誠に立派であった。選手は個
人のためにだけで頑張ったわけではな
く、日本国のために頑張ったともいえよう。
　さて、第24回参院選は本連盟の推薦す
る政権政党公認、推薦候補者が全員当選
することができた。当選者の得票数のど
れ程が本連盟の活動により得られたのか
定かではないが、全国比例代表候補山田
宏氏については、本県ばかりでなく全国
の歯科医師連盟の働きがあったものと考
える。
　組織代表候補として決定していた砂川
稔氏を、野球で言えば降板させ、自民党
本部からの応援要請のあった山田氏を登
板させ、応援することになった。安倍総
裁、菅官房長官の意向だけではなく、山
田氏の実績をよく知る日歯連・都歯連の
高橋英登会長の思い入れもあった。
　これまで、日歯連盟は政権政党からの
候補者を応援するという約束であり、こ
れは社団の日歯本会も了承していたもの
と思う。なぜなら日歯本会のなしうる以
上の政治活動を行うために日歯連盟が組
織されたものであるからだ。
　しかし、近年その原則が失われつつあ
るのではないかと不安を感ずることもあ

る。最近の日歯連盟評議員会では日歯本
会の堀会長が、連盟ときちっと連携して
事業を推し進めていくと宣言しておられ
るが、そこには「連盟が勝手に独り歩き
するなよ」という意味合いもあろう。そ
うしたことでねじれが起こることは組織
力を失う。つまり歯科医師会への入会率
は低下し、さらに歯科医師連盟の組織率
はさらに低下する。この部分も見直さね
ばなるまい。
　組織としての要望を能率的に結果を得
るためには政権政党を推すことの方が、
有効であることは確かであるが、歯科医
師個人政治信条が一致しているとは言え
ない。公判結果は出ていないが、元日歯
会長、日歯連盟会長等が逮捕されるとい
う、歯科会員の連盟活動への協力を要望
しがたい状況下でも、政権政党から「○
○候補を支援せよ」と要請すれば、歯科
界は動く‥と安易に思われないようにし
なければならない。
　そのためにも、しっかり歯科からの要
望を実現するために当選した議員、そし
て政党が、政策を練り、きちんと活動し
ているかを見つめていかねばならない。
　また、参議院選挙ごとに日歯会員であ
る人材を候補者として擁立させること
が、本当に国民のための歯科医療を守る
歯科界にとってメリットがあるのか、そ
れとも歯科医師ではない有力現職議員で
ある候補者等を複数、応援した方がよい
のか、候補者選考ついて考え直す必要も
あろう。
� （文責　富田　篤）

一　灯


